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報道各位 

News Release              
 2019.8.24 

ぶどうの果柄からがん細胞抑制物質を抽出 

信州大学農学部との研究 
 

「久世福商店」、「St.Cousair（サンクゼール）」などの専門店を全国に約 150店舗展開している、食品製造

小売企業（食品 SPA）の株式会社サンクゼール（本社:長野県飯綱町/代表取締役社長:久世良太）は、2019年

8月 23日（金）ぶどう果柄（房から実を取り除いた軸）からがん細胞の増殖や転移を抑制する物質の抽出成

功について、信州大学農学部（上伊那郡南箕輪村）と合同で発表。本論文は国際学術誌「サイエンティフィッ

ク・リポーツ」にも掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンクゼールのぶどう栽培とシャルドネ果実有効性の研究経緯 

サンクゼールでは、1989年から約 10haの大入ぶどう園（長

野県飯綱町）でワイン用ぶどうシャルドネを栽培し、翌 1990

年からワイン製造を行っています。自社畑のシャルドネを使っ

たワインは、2001年スロベニアで開催されたリュブリアナ国

際ワインコンテストにて、「1997 St.Cousair Chardonnay（サ

ンクゼールシャルドネ）」が金賞を受賞して以来、数多くの国

際ワインコンクールで受賞しています。「おいしいワインはお

いしいぶどう作りから」の考えの下、試行錯誤しながら丁寧に

栽培を続けてまいりました。 

一方で、サンクゼールではシャルドネ果実の有効性について、

長年に渡って信州大学農学部の研究室などと共同で研究を重

ねてきました。2017年にはシャルドネ果実に皮膚の保湿や肌荒れをケアする効果を見出し、化粧品原料メー

カーとの共同開発で、サンクゼールが搾汁した後のシャルドネ果実より機能性成分を抽出し、保湿・肌荒れケ

ア用化粧品原料を開発。現在、大手化粧品メーカーから本化粧品原料を使った商品が発売されています。 

 

【信州大学農学部お知らせ】 

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/agriculture/news/2019/08/post-286.php  

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社サンクゼール（担当：高岡） 
E-mail：sc_pr@stcousair.co.jp 

http://stcousair.co.jp ☎026-219-3936 
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※以下、引用元「サイエンティフィック・リポーツ」 
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